
 

災 害 救 護 速 報 

 

令和２年７月４日（土） 20： 30 現在 

事 業 局  救 護 ・ 福 祉 部  救 護 課 

TEL：03-3437-7084／FAX：03-3435-8509 

※ 下線部は前回からの変更箇所 

 

令和２年７月３日からの大雨にかかる日本赤十字社の対応等について（２） 

 

１ 災害の概要（気象庁情報：７月４日 16時 54分 現在） 

・ ７月４日４時 50分、熊本県と鹿児島県に大雨特別警報が発表された。  

・ 11時50分、熊本県と鹿児島県に出されていた大雨特別警報は警報に切り替わった。 

・ ５日にかけて非常に激しい雨が降るおそれがあり、引き続き、土砂災害、河川の増

水や氾濫に厳重に警戒し、低い土地の浸水に警戒が必要。 

 

２ 被害状況等（令和２年７月４日９時 30分：消防庁情報第４報） 

人的・建物被害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 町 村 世帯数 人数 市 町 村 世帯数 人数 市 町 村 世帯数 人数

千葉県 1 23 53

長野県 1 732 2,061

岐阜県 1 7 31

静岡県 1 115 215

愛媛県 1 11433 25,757

熊本県 4 16,127 38,615 2 3 4 33,758 72,446 4 2 1 37,320 82,101

宮崎県 2 476 1,141

鹿児島県 1 2,011 4,216 3 46,048 84,445

合計 4 16,127 38,615 3 3 4 35,769 76,662 13 3 1 96,154 195,804

都道府県
　災害発生情報 避難勧告　　避難指示（緊急）



 

 

３ 日本赤十字社の対応等 

（１） 体制 

本社・ブロック 支部名 体制 

本社 - 第１次救護体制 

第６ブロック 

福岡県支部 第１次救護体制 

熊本県支部 第２次救護体制 

宮崎県支部 第１次救護体制 

鹿児島県支部 第１次救護体制 

 

（２） 内閣府調査チーム（※）への職員の派遣 

活動日 本社・ブロック 支部名 チーム数 

７月４日～ 本社 - １ 

※被災地において、関係省庁及び被災地方公共団体と緊密な連携をとりつつ、主に

次に掲げる任務にあたるもの。内閣府との協定に基づき、日本赤十字社の医師等

が同チームに帯同。 

・被災地の調査及び被害情報その他の現地情報の収集 

・被災地方公共団体が行う災害対応に関する支援 

 

（３） 関係機関への職員の派遣 

活動日 本社・ブロック 支部名 要員数 派遣先 

７月４日 本社 - １ 内閣府 

７月４日 
第６ブロック 

熊本県支部 ２ 熊本県芦北町役場 

７月４日 熊本県支部 ２ 熊本県庁 

 

（４） 救護班の派遣 

 

 

 

 

 

活動日 本社・ブロック 支部名 班数 派遣先 

７月４日 第６ブロック 熊本県支部 １ 熊本県芦北町役場 



 

【出発式を行う熊本県支部救護班】 【熊本県庁で打ち合わせ中の内閣府調査チーム】 

【本社救護・福祉部内の情報共有会議】 【内閣府で業務を調整する日赤職員】 

（５） 日本 DMATの派遣 

 

 

 

（６） 都道府県災害医療コーディネートチームの派遣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 災害救助法の適用（内閣府（防災担当）情報：７月４日９時 30分 現在） 

令和２年７月３日からの大雨による災害により、多数の者が生命又は身体に危害を受け、

又は受けるおそれが生じていることから、熊本県及び鹿児島県は８市７町５村に災害救

助法の適用を決定した。 

活動日 本社・ブロック 施設名 班数 派遣先 

７月４日 第６ブロック 鹿児島赤十字病院 １ 鹿児島県庁 

活動日 本社・ブロック 支部名 班数 派遣先 

７月４日～ 第６ブロック 熊本県支部 １ 熊本県庁 


